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飯高町に来て、もうすぐ 2年になります。この 2年間で一番大きな出来事は、昨年 6月に息子が生まれたこ

とでした。息子が生まれてからは、子どもがいる知り合いから聞いていたとおり、生活の根幹ががらりと変わ

り、慌ただしい日々が続いています。気がつけば一日が終わっている、そんな毎日です。そのような中でも、

なるべく日中に 15 分ほど外を歩き、写真を撮る時間をつくるようにしています。以前の記事でも書いた「ス

ナップ写真」です。いつも同じようなルートを歩いていても、私には毎回違う景色に見えています。光の加減

や影の濃さ、風景にのる色の違い。そうしたものを意識しながら歩いていると、毎日のように見ている景色で

も、色彩豊かで新鮮に感じられるものです。私の写真（仕事以外の写真）は、見る人にどこかもの悲しさを感

じさせることが多いようです。友人や先輩から、そう言われることがあります。皆さんには、私の写真はどの

ように映っているでしょうか。話は変わりますが、地域おこし協力隊としての活動は、この 2年をもって終了

することになりました。本来、協力隊の任期は最長 3年まで可能ですが、家庭の事情などが重なり、このまま

協力隊として活動を続けていくことは難しいと判断し、2年で任期を終える旨を担当者の方にお伝えしました。

この 2年間、飯高町で過ごした時間は、私にとってとても大切なものになりました。協力隊としての肩書きは

外れますが、この町で感じた空気や景色は、これからの写真の中にきっと残り続けると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

※地域おこし協力隊・・・人口減少や高齢化等の進

行が著しい地方において、地域外の人材を積極的

に受け入れ、地域協力活動を行ってもらい、その

定住・定着を図ることで、意欲ある都市住民のニ

ーズに応えながら、地域力の維持・強化を図って

いくことを目的とした制度です。 

 


